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主な記事
2・3面 さようなら原発9．23全国集会

都本部現業セミナー
コラム 未来をひらく『統一闘争』、その意義と目的とは
都本部民間協23区ブロック「新入組合員歓迎交流会」

4面 私のおすすめ（のぞみの郷ユニオン 執行委員長 百瀬 ふじ乃）
第28回ベストショットコンクール

企 画 総 務 局

本
中
央
委
員
会
は
、
中
央
委

員
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
、
傍
聴
者
は
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
用
い
た
全
面

ウ
ェ
ブ
に
て
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
松
村
中
央
執
行
委
員

長
は
「
第
27
回
参
議
院
選
挙
で

岸
ま
き
こ
が
2
期
目
の
当
選
を

果
た
し
た
。
皆
様
の
ご
支
援
に

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
一
方
で

得
票
数
は
目
標
に
届
か
ず
、
組

織
力
が
問
わ
れ
る
結
果
と
な
っ

た
。
政
治
は
公
務
員
の
賃
金
や

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
し
、
国

政
だ
け
で
な
く
地
方
議
会
に
も

友
好
議
員
を
送
り
出
す
こ
と
が

不
可
欠
だ
。
人
事
院
勧
告
の
3

％
超
引
き
上
げ
は
評
価
す
る

が
、
再
任
用
職
員
の
一
時
金
改

善
が
な
か
っ
た
の
は
極
め
て
遺

憾
で
あ
る
。
自
治
労
第
99
回
定

期
大
会
で
は
財
政
構
造
改
革
が

大
き
な
テ
ー
マ
と
な
り
、
組
合

員
減
少
や
財
源
再
配
分
の
課
題

が
共
有
さ
れ
た
。
都
本
部
は
第

6
次
組
織
強
化
拡
大
計
画
に
基

づ
き
、
2
0
2
7
年
ま
で
の
4

年
間
を
組
織
拡
大
の
正
念
場
と

捉
え
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
く
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
岸
ま
き
こ
参
議
院

議
員
と
鬼
木
ま
こ
と
参
議
院
議

員
か
ら
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

連
帯
の
挨
拶
が
寄
せ
ら
れ
た
。

岸
議
員
は
、
自
治
労
が
直
面

す
る
課
題
は
多
岐
に
わ
た
る

が
、
今
年
の
人
事
院
勧
告
で
全

世
代
へ
の
賃
金
配
分
は
評
価
で

き
る
一
方
、
現
場
で
は
会
計
年

度
任
用
職
員
の
遡
及
問
題
や
指

定
管
理
者
労
働
者
の
賃
金
、
公

的
病
院
の
赤
字
経
営
な
ど
未
解

決
課
題
が
あ
る
と
強
調
し
た
。

現
場
の
声
を
反
映
し
つ
つ
、
地

域
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め

労
使
交
渉
を
後
押
し
す
べ
く
、

国
会
で
の
取
り
組
み
強
化
を
示

し
た
。現
在
、国
会
は
閉
会
中
で

給
与
改
正
案
の
審
議
時
期
が
不

透
明
な
た
め
、
自
治
労
本
部
と

連
携
し
て
法
律
成
立
を
め
ざ
す

と
と
も
に
、
単
組
の
労
使
交
渉

や
条
例
改
正
の
推
進
を
促
す
た

め
、
総
務
省
に
対
し
て
強
く
要

請
し
て
い
く
意
向
を
示
し
た
。

鬼
木
議
員
は
、
岸
ま
き
こ
の

再
選
が
自
治
労
お
よ
び
公
共
サ

ー
ビ
ス
に
大
き
な
希
望
を
も
た

ら
す
と
評
価
し
た
一
方
で
、
立

憲
民
主
党
は
厳
し
い
選
挙
結
果

と
な
り
、
改
憲
勢
力
が
参
議
院

で
3
分
の
2
を
占
め
た
こ
と
は

重
大
な
課
題
で
あ
る
と
述
べ

た
。ま
た
、復
古
主
義
的
政
党
の

支
持
拡
大
に
強
い
危
機
感
を
示

し
、
そ
う
し
た
政
党
が
支
持
を

獲
得
す
る
土
壌
に
つ
い
て
分
析

す
る
必
要
性
を
述
べ
た
。
さ
ら

に
自
民
党
総
裁
選
の
フ
ル
ス
ペ

ッ
ク
型
で
の
開
催
は
政
権
争
い

優
先
の
表
れ
で
あ
る
と
見
解
を

示
し
つ
つ
、
引
き
続
き
与
党
と

対
峙
し
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
た
め
全
力
で
闘
う
決
意
を

表
明
し
た
。

都
本
部
は
2
0
2
6
年
3
月

開
催
の
第
75
回
定
期
大
会
ま
で

の
当
面
の
闘
争
方
針
と
し
て
、

統
一
闘
争
（
賃
金
確
定
、
人
員

確
保
・
現
業
統
一
、
2
0
2
6

春
闘
）へ
の
結
集
、組
合
員
の
声

を
反
映
し
た
労
働
条
件
改
善
、

物
価
上
昇
に
見
合
っ
た
賃
上

げ
、
定
年
前
・
暫
定
再
任
用
職

員
の
一
時
金
支
給
改
善
、
新
規

採
用
職
員
組
織
化
と
60
歳
超
職

員
の
継
続
加
入
推
進
、
第
6
次

組
織
強
化
・
拡
大
計
画
の
推

進
、
財
政
構
造
改
革
へ
の
対
応

の
7
項
目
を
重
点
課
題
と
す
る

方
針
案
を
提
起
。
す
べ
て
の
議

案
が
圧
倒
的
多
数
で
可
決
さ
れ

た
。

都
本
部
は
、
9
月
27
日
、
第
51
回
中
央
委
員
会
を
ウ
ェ
ブ
に
て
開
催
し
、
中
央
委
員
80

人
（
う
ち
女
性
中
央
委
員
29
人
）
が
参
加
し
た
。
2
0
2
5
賃
金
確
定
闘
争
や
第
6
次
組

織
強
化
・
拡
大
計
画
の
推
進
な
ど
を
柱
と
し
た
「
当
面
の
闘
争
方
針
」、
都
本
部
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
な
ど
、
6
議
案
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案

が
圧
倒
的
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

▲都本部第51回中央委員会の様子。Zoomを通じて多くの中央委員が
参加し、議案の審議と承認がスムーズに進められた。

7
つ
の
重
点
課
題
で
当
面
の
闘
争
方
針
を
確
立

組
合
員
の
声
を
集
め
賃
金
確
定
闘
争
へ

2
0
2
5
年
度
は
、
多
く
の

組
合
員
か
ら
人
員
確
保
を
求
め

る
切
実
な
声
に
基
づ
き
、
春
闘

【
3
月
】、
人
員
確
保
闘
争
・

現
業
統
一
闘
争
（
第
1
次
）【
6

月
】、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進

闘
争
【
6
月
】
に
お
い
て
、
労

働
時
間
の
縮
減
、
各
種
休
暇
制

度
を
誰
の
負
担
も
な
く
活
用
可

能
と
な
る
「
業
務
量
に
見
合
う

人
員
配
置
」
に
よ
り
、
す
べ
て

の
人
が
そ
の
人
ら
し
く
、
働
き

や
す
い
職
場
の
実
現
に
む
け
、

要
求
し
、
交
渉
を
積
み
重
ね
て

き
た
。

人
員
確
保
闘
争
で
は
、
5
点

の
重
点
課
題
を
設
定
し
、
2
0

2
6
年
度
の
人
員
体
制
等
に
関

す
る
事
前
協
議
や
時
間
外
労
働

の
縮
減
、
年
次
有
給
休
暇
・
夏

季
休
暇
の
完
全
取
得
に
む
け
た

業
務
量
に
見
合
う
人
員
配
置
に

つ
い
て
、
集
中
的
に
交
渉
を
進

め
る
。

現
業
の
直
営
堅
持
と
再
公
営
化
を

現
業
統
一
闘
争
は
、
現
業
職

場
の
直
営
堅
持
、
現
業
職
員
の

新
規
採
用
、
委
託
化
済
み
の
現

業
職
場
の
「
再
公
営
化
」
な

ど
、
6
点
の
重
点
課
題
を
設
定

し
た
。
地
震
や
風
水
害
な
ど
の

自
然
災
害
が
頻
発
す
る
な
か
、

現
場
の
職
員
に
は
臨
機
応
変
で

迅
速
か
つ
適
切
な
判
断
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
地
域
特
性

や
状
況
把
握
な
ど
の
現
場
知
識

と
現
場
感
覚
は
日
々
の
業
務
を

通
じ
て
蓄
積
さ
れ
る
。
自
治
体

職
員
（
公
務
員
）
意
識
に
基
づ

く
責
任
感
も
極
め
て
重
要
だ
。

こ
う
し
た
現
場
に
お
け
る
蓄
積

は
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
み
で
対
応
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、
人
か
ら

人
へ
継
承
す
る
他
な
い
。

ま
た
、
委
託
費
の
高
騰
に
よ

る
入
札
不
調
や
事
業
者
変
更
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
業
務
負
荷

も
去
る
こ
と
な
が
ら
、
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
停
滞
を
招
き
、
住
民

の
不
利
益
に
直
接
的
に
繋
が

る
。「
何
も
起
き
な
い
」
こ
と

を
前
提
と
せ
ず
、
平
時
か
ら
、

「
何
か
が
起
き
て
も
対
応
可

能
」
な
備
え
を
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

都
本
部
は
基
本
的
目
標
と
し

て
「
住
民
の
未
来
に
貢
献
で
き

る
、
自
治
体
責
任
に
よ
る
質
の

高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
」

を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
闘
争
期

に
お
け
る
交
渉
を
契
機
と
し

て
、
各
単
組
に
お
い
て
、
現
業

職
員
の
不
補
充
に
よ
っ
て
生
じ

る
影
響
、
将
来
的
な
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
自

治
体
当
局
と
議
論
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
治
体
当
局
が
進
め
る
人
員

配
置
は
、
削
減
し
過
ぎ
た
現
状

の
人
員
体
制
が
前
提
と
な
っ
て

お
り
、
現
場
の
視
点
と
は
必
ず

し
も
一
致
し
な
い
。
現
場
実
態

や
各
種
休
暇
制
度
の
活
用
の
視

点
を
持
っ
て
、
要
求
・
交
渉
が

可
能
な
「
組
織
」
は
労
働
組
合

の
み
で
あ
る
。

都
本
部
に
結
集
す
る
全
て
の

単
組
と
組
合
員
の
総
力
を
も
っ

て
2
0
2
5
人
員
確
保
闘
争
・

現
業
統
一
闘
争
（
第
2
次
）
に

臨
も
う
。

2
0
2
5
人
員
確
保
闘
争
・
現
業
統
一
闘
争（
第
2
次
）

「
業
務
量
に
見
合
う
人
員
配
置
」で
、す
べ
て
の
人
が
働
き
や
す
い
職
場
へ

都
本
部
は
、
非
現
業
職
員
（
一
般
行
政
職
）・
現
業
職

員
（
技
能
労
務
職
）
一
体
と
な
っ
た
人
員
確
保
を
進
め
る

た
め
、
人
員
確
保
闘
争
と
現
業
統
一
闘
争
を
同
時
に
展
開

す
る
通
年
闘
争
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
自
治
体
の
採
用

計
画
策
定
時
期
の
6
月
を
第
1
次
、
採
用
決
定
前
の
10
月

を
第
2
次
の
交
渉
の
ヤ
マ
場
に
設
定
し
て
集
中
的
に
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
2
0
2
5
人
員
確
保
闘
争
・
現
業

統
一
闘
争
（
第
2
次
）
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
交
渉
や
到
達

点
を
踏
ま
え
、
通
年
闘
争
の
ヤ
マ
場
と
し
て
交
渉
を
構

え
、
人
員
確
保
に
む
け
た
労
使
交
渉
を
進
め
る
。

本
紙
第
1
3
7
5
号
（
9
月
1
日
号
）
1
面
・
人
事
院
勧

告
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●
リ
ー
ド
文
4
行
目

（
誤
）
配
分
は
中
高
年
層
も
含
め
9
、5
0
0
円
以
上

（
正
）
配
分
は
中
高
年
層
も
含
め
8
、3
0
0
円
以
上

●
本
文
3
段
目
19
〜
21
行
目

（
誤
）
中
高
年
層
も
含
め
9
、5
0
0
円
以
上
、

再
任
用
職
員
は
8
、5
0
0
円
以
上

（
正
）
中
高
年
層
も
含
め
8
、3
0
0
円
以
上
、

再
任
用
職
員
は
8
、3
0
0
円
以
上

＜闘争スケジュール＞

●要求書の提出基準日
9日22日（月）～10月2日（木）

●回答指定日 10月3日（金）
●交渉ゾーン

10月3日（金）～16日（木）
●統一行動日 10月17日（金）

受
験
や
資
格
試

験
で
深
夜
ま
で
勉

強
を
し
た
が
、
点

数
が
思
っ
た
ほ
ど

伸
び
な
か
っ
た
と

い
う
経
験
は
多
く

の
人
が
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

最
新
の
脳
科
学
で
は
そ
の
答

え
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

▼
日
中
に
学
習
し
た
情
報

は
、
ま
ず
脳
の
海
馬
と
い
う

司
令
塔
に
一
時
保
管
さ
れ

る
。
そ
し
て
私
た
ち
が
眠
っ

て
い
る
間
に
、
脳
は
こ
の
情

報
を
再
生
し
、
整
理
整
頓
を

行
っ
て
い
る
。
動
物
実
験
で

は
、
迷
路
を
学
習
し
た
ラ
ッ

ト
が
、
睡
眠
中
に
学
習
時
と

全
く
同
じ
神
経
細
胞
を
活
動

さ
せ
、
起
床
後
に
学
習
し
た

迷
路
を
短
時
間
で
走
破
す
る

こ
と
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
脳
が
睡
眠
中
に
記

憶
を
何
度
も
復
習
し
て
い
る

証
拠
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ

ス
を
経
て
、
情
報
は
海
馬
か

ら
大
脳
皮
質
へ
と
移
さ
れ
、

長
期
的
な
記
憶
と
し
て
刻
ま

れ
る
▼
睡
眠
時
間
を
削
る
こ

と
は
、
こ
の
大
切
な
整
理
の

時
間
を
奪
い
、
学
び
を
水
の

泡
に
し
て
し
ま
う
。
言
い
換

え
る
と
記
憶
を
脳
に
定
着
さ

せ
る
に
は
、
睡
眠
が
不
可
欠

と
い
え
る
。忙
し
い
時
こ
そ
、

し
っ
か
り
眠
る
。そ
れ
が
記

憶
力
と
再
現
性
を
高
め
、
仕

事
の
質
を
向
上
さ
せ
る
最
善

の
方
法
と
言
え
る
。（
西
岡
）

東奔西走

都本部第51回
中央委員会

お詫びと訂正

人事院

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。

第1376号（１）2025年10月1日 （毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）
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コラム

未
来
を
ひ
ら
く『
統
一
闘
争
』、

そ
の
意
義
と
目
的
と
は
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1
日
目
の
全
体
会
の
冒
頭
、

都
本
部
現
業
評
議
会
の
赤
池
議

長
（
町
田
市
職
労
）
は
「
本
セ

ミ
ナ
ー
は
各
単
組
で
現
業
統
一

闘
争
（
第
2
次
）
を
取
り
組
む

な
か
で
の
開
催
と
な
る
。
財
政

分
析
の
ス
ス
メ
（
入
門
編
）
に

つ
い
て
の
基
調
講
演
、
現
業
の

採
用
に
多
く
の
成
果
を
出
し
て

い
る
神
奈
川
県
本
部
の
座
間
市

職
と
相
模
原
市
職
労
の
取
り
組

み
に
学
び
、
自
分
た
ち
の
職
種

の
採
用
に
ど
う
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
考
え
て
い
き
た

い
。
現
業
職
場
は
さ
ま
ざ
ま
な

厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る

が
、
本
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
、
第
2
次
闘
争
に

仲
間
の
力
を
結
集
さ
せ
よ
う
」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

財
政
分
析
の
ス
ス
メ
・
交
渉
力

を
高
め
る
基
礎
知
識
を
学
ぶ

1
日
目
の
基
調
講
演
で
は
、

「
財
政
分
析
の
ス
ス
メ
（
入
門

編
）
―
自
治
体
予
算
の
確
保
に

む
け
て
―
」
を
テ
ー
マ
に
、
自

治
労
本
部
の
氷
室
佐
由
里
総
合

労
働
局
長
に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
た
。
氷
室
さ
ん
は
、「
当
局

に
『
財
政
が
厳
し
い
』
と
言
わ

れ
漠
然
と
受
け
止
め
て
い
な
い

か
。
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
を
述

べ
、
難
し
い
言
葉
や
数
字
を
並

べ
ら
れ
る
と
『
そ
う
か
』
と
受

け
止
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
。
本
当
に
自
ら
の
自
治
体
の

財
政
は
厳
し
い
状
況
な
の
か
、

組
合
と
し
て
も
自
治
体
の
財
政

状
況
を
知
る
べ
き
で
あ
る
と
し

た
上
で
、
そ
の
理
由
を
、
①
当

局
と
の
た
た
か
い
の
ツ
ー
ル
と

な
る
。
②
組
合
側
と
し
て
行
財

政
運
営
の
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き

る
。
③
自
治
研
活
動
の
テ
ー
マ

と
な
る
、
の
3
点
で
あ
る
と
示

し
た
。
ま
た
、
財
政
分
析
の
た

め
に
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
と

し
て
、
地
方
財
政
の
し
く
み
と

現
状
、
地
方
交
付
税
の
し
く

み
、
財
政
指
標
の
意
味
、
国
の

動
向
を
あ
げ
た
。
財
政
状
況

は
、
総
務
省
や
自
治
体
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て
い
る

決
算
カ
ー
ド
で
各
自
治
体
の
普

通
会
計
決
算
の
状
況
が
確
認
で

き
る
。
過
去
の
決
算
カ
ー
ド
や

近
隣
・
類
似
自
治
体
の
も
の
と

比
較
す
る
な
ど
し
、
客
観
的
事

実
に
基
づ
い
た
現
状
分
析
し
て

お
く
こ
と
で
、
突
然
の
合
理
化

提
案
や
人
員
確
保
の
交
渉
に
も

対
応
が
で
き
る
こ
と
を
学
ぶ
機

会
と
な
っ
た
。

採
用
確
保
と
直
営
維
持
に
む
け

た
実
践
報
告

そ
の
後
、
神
奈
川
県
本
部
よ

り
2
つ
の
報
告
を
受
け
た
。
初

め
に
座
間
市
職
員
組
合
よ
り

『
学
校
給
食
調
理
場
の
委
託
撤

回
に
む
け
た
取
り
組
み
』
と
し

て
職
場
の
職
場
の
存
続
・
人
員

削
減
と
な
ら
な
い
た
め
に
自
治

体
の
財
政
状
況
、
職
場
の
業
務

量
を
分
析
し
、
た
だ
正
規
職
員

の
完
全
補
充
を
求
め
る
の
で
は

な
く
、
必
要
最
小
限
の
正
規
職

員
配
置
と
非
正
規
職
員
の
配
置

を
求
め
る
こ
と
へ
の
方
針
転
換

に
よ
り
、
全
職
種
の
採
用
に
つ

な
が
っ
た
16
年
間
に
渡
る
交
渉

経
過
が
報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
、
相
模
原
市
職
員
労

働
組
合
か
ら
は
『
新
規
採
用
獲

得
と
直
営
堅
持
の
取
り
組
み
』

と
し
て
、
必
要
な
人
材
確
保
に

む
け
た
職
域
別
の
取
り
組
み
経

過
や
労
使
交
渉
か
ら
見
る
た
た

か
い
の
変
遷
に
つ
い
て
共
有
い

た
だ
い
た
。
24
年
振
り
に
採
用

が
実
施
さ
れ
た
職
種
も
あ
り
、

な
ぜ
新
規
採
用
が
獲
得
で
き
た

の
か
に
つ
い
て
は
、「
ど
ん
な

厳
し
い
情
勢
で
も
要
求
・
交
渉

を
継
続
し
、
現
場
の
意
見
や
状

況
を
伝
え
続
け
た
結
果
」
と

し
、
あ
き
ら
め
ず
に
粘
り
強
く

た
た
か
お
う
と
力
強
く
訴
え
ら

れ
た
。

2
日
目
は
各
単
組
の
要
求
書

を
持
ち
寄
り
、
人
員
確
保
（
新

規
採
用
）
に
む
け
た
職
種
別
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

2
0
2
5
都
本
部
現
業
セ
ミ
ナ
ー
開
催

第
2
次
現
業
統
一
闘
争
に
む
け
団
結
強
化

都
本
部
現
業
評
議
会
は
、
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
安

定
し
て
提
供
し
続
け
る
た
め
、
新
規
採
用
の
獲
得
を
め
ざ
す

取
り
組
み
の
強
化
に
む
け
、
9
月
20
〜
21
日
の
2
日
間
に
か

け
て
、
八
王
子
市
内
2
会
場
（
学
園
都
市
セ
ン
タ
ー
・
東
京

た
ま
未
来
メ
ッ
セ
）
で
「
2
0
2
5
都
本
部
現
業
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
し
、
74
人
の
仲
間
が
参
加
し
た
。
2
0
2
5
人

員
確
保
闘
争
・
現
業
統
一
闘
争
（
第
2
次
闘
争
）
を
前
に
、

各
単
組
に
お
い
て
要
求
・
交
渉
を
確
実
に
行
う
た
め
、
講
演

や
他
県
本
部
の
事
例
か
ら
学
ぶ
機
会
と
し
た
。

▲グループワークで活発に議論を交わす参加者

こ
れ
か
ら
自
治
体
で
働
く
私

た
ち
の
賃
金
や
労
働
条
件
の
改

善
に
む
け
た
、
大
切
な
取
り
組

み
が
本
格
化
し
て
い
き
ま
す

が
、
自
治
労
で
は
、
重
要
な
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
毎
年

『
統
一
闘
争
』
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
『
統

一
闘
争
』
に
つ
い
て
、
詳
し
く

解
説
し
ま
す
。

●
な
ぜ「
共
通
目
標
」を
掲
げ
、

と
も
に
闘
う
の
か

私
た
ち
が
働
く
各
自
治
体
で

は
、
職
員
数
を
は
じ
め
、
職
層

や
年
齢
の
構
成
も
様
々
で
す
。

そ
の
た
め
、
具
体
的
に
解
決
す

べ
き
課
題
も
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
賃
金
水
準

の
引
き
上
げ
や
人
員
の
確
保
、

法
改
正
や
制
度
整
備
に
伴
う
労

働
条
件
の
改
善
な
ど
、
す
べ
て

の
組
合
員
に
関
わ
る
共
通
の
課

題
も
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
多

岐
に
わ
た
る
課
題
の
中
か
ら
、

全
体
で
取
り
組
む
べ
き
項
目
を

「
共
通
目
標
」
と
し
て
掲
げ
る

こ
と
で
、
課
題
解
決
に
む
け
た

取
り
組
み
を
力
強
く
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
同
じ
時
期
に
交
渉
す
る
メ
リ

ッ
ト

ま
た
、
す
べ
て
の
単
組
が
同

じ
時
期
に
交
渉
す
る
こ
と
に
は

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
一
つ
目
は
、
各
単
組
が
交

渉
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
や

す
く
な
る
点
で
す
。
同
じ
時
期

に
共
通
の
目
標
に
む
か
っ
て
交

渉
す
る
こ
と
で
、
交
渉
状
況
や

成
果
と
い
っ
た
情
報
を
得
や
す

く
な
り
、
単
組
の
交
渉
に
す
ぐ

に
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

得
ら
れ
た
情
報
を
タ
イ
ミ
ン
グ

良
く
活
用
す
る
こ
と
は
、
交
渉

を
有
利
に
進
め
る
う
え
で
大
き

な
力
と
な
り
ま
す
。

二
つ
目
は
、
組
織
の
団
結
力

を
示
す
こ
と
で
、
交
渉
を
有
利

に
進
め
ら
れ
る
点
で
す
。
自
治

労
に
加
盟
す
る
多
く
の
単
組
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

で
、
単
組
だ
け
で
は
解
決
が
難

し
い
課
題
で
あ
っ
て
も
、「
都

内
全
体
、
ひ
い
て
は
全
国
的
な

取
り
組
み
で
あ
る
」
と
い
う
こ

と
を
背
景
に
交
渉
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
相
乗
効

果
が
、
大
き
な
成
果
へ
と
つ
な

が
り
や
す
く
な
る
の
で
す
。

●
『
統
一
闘
争
』
を
支
え
る
自

治
労
と
都
本
部
の
役
割

『
統
一
闘
争
』
を
進
め
る
う

え
で
、「
自
治
労
」
と
い
う
全
国

組
織
の
存
在
は
不
可
欠
で
す
。

自
治
労
は
、
国
会
に
私
た
ち
の

声
を
届
け
る
組
織
内
国
会
議
員

を
擁
し
、
中
央
省
庁
と
の
交
渉

の
パ
イ
プ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
法
改
正
の
影
響
や

全
国
の
職
場
か
ら
の
情
報
を
踏

ま
え
、
時
機
を
捉
え
た
全
国
的

な
共
通
目
標
や
交
渉
日
程
を
設

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。そ

し
て
私
た
ち
都
本
部
は
、

こ
の
全
国
方
針
を
踏
ま
え
、
東

京
の
実
情
に
合
っ
た
独
自
の
共

通
目
標
を
策
定
し
ま
す
。
そ
の

う
え
で
、
各
単
組
の
交
渉
状
況

や
成
果
を
把
握
し
、
有
益
な
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
交
渉
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
都
本
部
が

単
組
と
連
携
し
、
取
り
組
み
全

体
を
前
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

こ
の
『
統
一
闘
争
』
の
土
台

と
な
る
の
は
、
組
合
員
の
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
声
と
、
私
た

ち
の
組
織
の
団
結
力
で
す
。
皆

で
力
を
合
わ
せ
、
よ
り
良
い
職

場
環
境
を
実
現
す
る
た
め
に
、

と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

再再
生生
可可
能能
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
へへ
のの
転転
換換
求求
めめ
るる
声声
をを
ああ
げげ
るる

集
会
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
で

は
、
呼
び
か
け
人
で
作
家
の
落

合
恵
子
さ
ん
が
登
壇
し
「
か
つ

て
民
主
党
政
権
時
の
政
府
は
原

発
ゼ
ロ
を
目
標
に
掲
げ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
自
民
党
へ
の
政

権
交
代
を
経
て
目
標
達
成
に
は

ま
っ
た
く
至
っ
て
い
な
い
。
国

が
決
め
た
こ
と
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
政
府
は
軽
ん
じ
て

い
る
」
と
批
判
し
た
う
え
で
、

「『
い
つ
誰
が
ど
こ
か
ら
脱
原

発
に
む
け
た
取
り
組
み
を
始
め

れ
ば
よ
い
の
か
』
を
考
え
る

際
、『
い
ま
私
た
ち
が
こ
こ
か

ら
始
め
て
い
く
こ
と
』
が
重
要

だ
。
皆
さ
ん
も
こ
の
こ
と
を
忘

れ
ず
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

次
の
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
で
は
、

茨
城
県
で
原
木
し
い
た
け
生
産

を
営
ん
で
い
る
飯
泉
厚
彦
さ
ん

が
、
2
0
1
1
年
の
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
風

評
に
よ
っ
て
、
し
い
た
け
生
産

に
大
き
な
損
害
が
発
生
し
た
こ

と
に
触
れ「
し
い
た
け
生
産
は
、

栽
培
の
元
と
な
る
原
木
が
放
射

能
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
、
し
い

た
け
も
汚
染
の
影
響
を
受
け
る

が
、震
災
当
時
、原
木
は
す
べ
て

屋
内
で
保
管
し
て
お
り
直
後
の

影
響
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が

福
島
県
産
の
原
木
を
使
用
し
て

い
た
た
め
、
震
災
以
降
、
原
木

が
少
し
ず
つ
新
し
い
も
の
に
入

れ
替
わ
る
に
つ
れ
、
し
い
た
け

の
汚
染
が
発
生
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
取
引
先
か
ら
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

1
枚
で
取
引
停
止
の
連
絡
が
来

た
り
、
消
費
者
か
ら
も
『
し
い

た
け
か
ら
は
放
射
線
が
出
る
』

と
誤
認
さ
れ
る
な
ど
し
、
一
時

は
廃
業
も
考
え
た
。
事
故
か
ら

約
5
年
後
、
生
協
と
協
力
し
て

消
費
者
を
招
い
て
し
い
た
け
栽

培
の
勉
強
会
を
開
催
し
、
生
産

工
程
を
す
べ
て
お
見
せ
し
て
安

全
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
今
で

は
消
費
者
の
ご
理
解
を
得
た
う

え
で
、
買
い
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
」
と
語
っ
た
。

最
後
に
、
参
加
者
た
ち
は
原

宿
方
面
と
渋
谷
方
面
の
二
手
に

分
か
れ
て
行
進
を
行
い
、
自
治

労
は
原
宿
方
面
の
コ
ー
ス
に
参

加
し
た
。
行
進
で
は
「
老
朽
原

発
の
再
稼
働
を
許
さ
な
い
」

「
子
ど
も
の
未
来
を
守
ろ
う
」

と
い
っ
た
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

を
行
い
な
が
ら
、
街
を
行
き
交

う
多
く
の
人
々
へ
脱
原
発
の
重

要
性
を
訴
え
た
。

原
発
回
帰
で
は
な
く
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を

多
く
の
市
民
が
原
発
再
稼
働

に
反
対
し
て
い
る
中
、
政
府
は

原
発
再
稼
働
を
推
進
し
て
い

る
。
今
年
6
月
に
は
Ｇ
Ｘ
脱
炭

素
電
源
法
が
施
行
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
最
長
60
年
と
さ
れ
て
き
た

原
発
の
運
転
期
間
に
つ
い
て
、

国
の
審
査
な
ど
他
律
的
な
要
素

で
停
止
し
た
期
間
を
60
年
に
上

乗
せ
し
て
延
長
運
転
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。ま
た
、今
年
2
月

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
7
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
、
従

来
表
現
さ
れ
て
き
た
「
可
能
な

限
り
原
発
依
存
度
を
低
減
す

る
」と
の
文
言
が
削
除
さ
れ
、原

子
力
発
電
を「
最
大
限
活
用
」す

る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
さ

ら
に
同
計
画
で
は
、
2
0
4
0

年
度
に
お
け
る
原
発
の
電
源
構

成
割
合
を
2
割
程
度
に
設
定
し

て
い
る
（
2
0
2
3
年
度
実
績

は
8
・
5
％
）。都
本
部
は
原
発

回
帰
政
策
に
反
対
し
、
引
き
続

き
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
を
求
め
て
活
動
し
て
い
く
。

9
月
23
日
、「
さ
よ
う
な
ら
原
発
」
一
千
万
署
名
市
民
の
会
は
、
代
々
木
公
園
で
「
さ
よ
う

な
ら
原
発
9
・
23
全
国
集
会
」
を
開
催
し
、
約
4
、5
0
0
人
が
参
加
し
た
。
こ
の
全
国
集
会

は
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
鎌
田
慧
さ
ん
ら
が
呼
び
か
け
人
と
な
り
、
脱
原
発
の
運
動
を
全
国
的
に
展

開
し
て
お
り
、
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
と
も
に
声
を
あ
げ
よ
う
！
〜
脱
原
発
と
気
候
正
義
の
た
め

に
〜
」
と
さ
れ
た
。
集
会
で
は
呼
び
か
け
人
ら
に
よ
る
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
、
若
者
の
パ
ネ
ル
ト
ー

ク
等
の
後
に
行
進
を
行
い
、
通
行
人
へ
脱
原
発
の
重
要
性
を
訴
え
た
。都

本
部
民
間
協
23
区
ブ
ロ
ッ

ク
は
9
月
21
日
、
新
入
組
合
員

を
対
象
と
し
た
「
歓
迎
交
流

会
」
を
開
催
し
た
。
自
治
労
が

な
ぜ
政
治
闘
争
に
取
り
組
む
の

か
、
組
織
内
国
会
議
員
の
必
要

性
と
は
何
か
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
他
単
組
と
の
交
流
を
通
じ

て
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
く
こ

と
を
目
的
に
企
画
さ
れ
た
も
の

で
、
国
会
見
学
と
鬼
木
ま
こ
と

参
議
院
議
員
と
の
意
見
交
換
を

実
施
し
た
。

当
日
は
、
23
区
ブ
ロ
ッ
ク
を

構
成
す
る
21
単
組
の
う
ち
、
2

0
2
3
年
度
以
降
に
加
入
し
た

組
合
員
や
若
手
役
員
を
中
心

に
、
10
単
組
21
名
が
参
加
。
さ

ら
に
対
象
組
合
員
の
子
ど
も
3

名
も
加
わ
り
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
な
か
で
交
流
会
は
ス
タ
ー

ト
し
た
。

政
治
の
現
場
か
ら
、
組
合

の
意
義
を
実
感

午
前
10
時
か
ら
の
国
会
見
学

で
は
、
歴
史
あ
る
議
事
堂
内
を

歩
き
な
が
ら
、
国
の
意
思
決
定

が
行
わ
れ
る
場
の
雰
囲
気
を
肌

で
感
じ
た
。
そ
の
後
、
鬼
木
ま

こ
と
議
員
の
事
務
所
へ
移
動

し
、
議
員
か
ら
国
政
報
告
を
受

け
た
。
鬼
木
議
員
は
、
昨
年
か

ら
続
く
衆
議
院
・
参
議
院
の
各

選
挙
で
与
野
党
の
議
席
構
成
が

逆
転
し
た
も
の
の
、
政
権
は
自

民
・
公
明
が
維
持
さ
れ
た
と
し

た
う
え
で
、「
自
民
党
総
裁
選
の

長
期
化
に
よ
り
国
会
開
会
が
遅

れ
、
物
価
高
対
策
や
ガ
ソ
リ
ン

減
税
な
ど
、
国
民
生
活
に
直
結

す
る
議
論
が
停
滞
し
て
い
る
」

と
説
明
。
さ
ら
に
、
憲
法
改
正

に
賛
成
す
る
勢
力
が
参
議
院
で

3
分
の
2
を
超
え
た
こ
と
に
触

れ
、「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
土
台

を
揺
る
が
す
政
策
が
進
め
ら
れ

る
懸
念
が
あ
る
」
と
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
参
加
者
か

ら
保
育
現
場
に
お
け
る
会
計
年

度
任
用
職
員
の
応
募
減
少
や
処

遇
改
善
の
遅
れ
、
社
会
福
祉
協

議
会
で
の
人
員
不
足
と
事
業
拡

大
の
困
難
さ
、
清
掃
事
業
で
の

人
員
・
車
両
不
足
、
交
通
分
野

で
の
管
理
職
退
職
に
よ
る
業
務

ひ
っ
迫
な
ど
、
幅
広
い
課
題
が

報
告
さ
れ
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
人
材
確
保
が
限
界
に
近
づ
い

て
い
る
」と
の
声
も
上
が
っ
た
。

鬼
木
議
員
は
「
賃
金
や
職
場

環
境
の
改
善
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
政
治
に
よ
る
制
度
的
な

後
押
し
が
不
可
欠
」
と
強
調
。

萩
原
代
表
も
「
労
使
交
渉
と
政

治
へ
の
働
き
か
け
の
両
輪
で
、

地
域
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
運

動
を
一
層
強
化
し
て
い
こ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

交
流
会
の
最
後
に
は
、
参
加

者
同
士
が
ラ
ン
チ
を
囲
ん
で
交

流
す
る
時
間
が
設
け
ら
れ
、
世

代
や
職
域
を
超
え
た
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。「
多
様

な
職
場
の
人
た
ち
と
話
せ
る
貴

重
な
機
会
だ
っ
た
」「
ま
た
参

加
し
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
多

く
聞
か
れ
、
参
加
者
の
結
束
が

深
ま
る
と
と
も
に
、
今
後
の
活

動
へ
の
意
欲
を
高
め
る
一
日
と

な
っ
た
。

都
本
部
民
間
協
23
区
ブ
ロ
ッ
ク
「
新
入
組
合
員
歓
迎
交
流
会
」
開
催

国
会
見
学
＆
組
織
内
国
会
議
員
と
話
そ
う

▲鬼木議員を囲んで参加者全員で記念撮影

機関紙パズル ほっと一息
【四字熟語パズル】
⑴○の中に漢字1字を入れて、四
方の漢字に対応する2字の単語
を完成させてください。

⑵4つの○のそれぞれの漢字が解
答できたら、○の中の漢字を並
べ替えて四字熟語を完成させて
ください。

問題

●締切 2025年10月31日（金）
左記QRコードをスマートフォンなどで読み取り、必要事項を
記入、ご応募ください。ご応募頂いた方の中から、抽選で10名
様にギフトカード3000円分をプレゼントいたします。当選者の
発表は、発送をもってかえさせていただきます。
●9月1日号 クロスワードパズルの答え「アカトンボ」

▲脱原発への強い思いを街中に訴える参加者たち

第1376号（２）（毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）2025年10月1日第1376号（毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）（３）2025年10月1日
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Ⓒ2023YAGI Film Inc.

1
9
9
7
年
9
月
23
日
、
Ｕ

2
が「
過
去
を
忘
れ
て
、未
来
に

キ
ス
を
、
サ
ラ
エ
ボ
万
歳
！
」

と
い
う
4
万
5
千
人
を
集
め
サ

ラ
エ
ボ
で
行
っ
た
ラ
イ
ブ
は
、

今
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
か

つ
て
サ
ラ
エ
ボ
の
人
々
は
民
族

・
宗
教
に
関
係
な
く
共
存
し
て

い
た
が
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ

ェ
ゴ
ビ
ナ
紛
争
は
人
々
を
引
き

裂
い
た
。
こ
の
ラ
イ
ブ
は
、
そ

ん
な
人
々
を
音
楽
の
力
で
再
び

一
つ
に
す
る
も
の
だ
っ
た
。

本
作
は
、
Ｕ
2
が
ボ
ス
ニ
ア

・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
紛
争
終
結

後
に
サ
ラ
エ
ボ
で
ラ
イ
ブ
を
す

る
約
束
を
果
た
す
ま
で
を
追
っ

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。
ベ
ン

・
ア
フ
レ
ッ
ク
と
マ
ッ
ト
・
デ

イ
モ
ン
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て

い
る
。

銃
弾
が
飛
び
交
う
危
険
な
ボ

ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
紛

争
中
、
サ
ラ
エ
ボ
紛
争
（
サ
ラ

エ
ボ
包
囲
）
は
、
1
9
9
2
年

4
月
5
日
か
ら
1
9
9
6
年
2

月
29
日
ま
で
続
い
た
。

セ
ル
ビ
ア
人
勢
力
に
よ
る
包

囲
と
攻
撃
が
続
く
中
、
サ
ラ
エ

ボ
に
住
む
若
者
た
ち
は
解
放
を

求
め
、
夜
な
夜
な
地
下
で
行
わ

れ
て
い
た
パ
ン
ク
ロ
ッ
ク
ラ
イ

ブ
に
熱
狂
し
て
い
た
。
彼
ら
に

と
っ
て
戦
争
や
人
権
な
ど
社
会

的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て

い
た
世
界
的
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
Ｕ

2
は
憧
れ
の
存
在
だ
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
ア
メ
リ
カ
の
援

助
活
動
家
ビ
ル
・
カ
ー
タ
ー
は

「
戦
争
中
の
サ
ラ
エ
ボ
に
Ｕ
2

を
呼
び
た
い
」
と
彼
ら
を
サ
ラ

エ
ボ
に
招
く
こ
と
を
思
い
つ

く
。
Ｕ
2
は
サ
ラ
エ
ボ
行
き
を

決
意
す
る
が
、
安
全
面
か
ら
断

念
。
そ
れ
な
ら
ば
と
、
ビ
ル
は

衛
星
中
継
で
戦
火
の
サ
ラ
エ
ボ

か
ら
の
様
子
を
Ｕ
2
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｔ
Ｖ
ツ
ア
ー
に
届
け
る
こ
と
に

成
功
す
る
。

そ
し
て
Ｕ
2
は
、
紛
争
後
、

約
束
通
り
サ
ラ
エ
ボ
で
ラ
イ
ブ

を
行
っ
た
。
敵
同
士
だ
っ
た
も

の
も
集
ま
っ
た
平
和
と
民
族
の

融
和
の
た
め
の
ラ
イ
ブ
は
、
強

烈
な
感
動
を
呼
び
起
こ
し
た
。

世
界
各
地
で
戦
争
が
絶
え
な
い

今
、
30
年
前
の
Ｕ
2
の
行
動
は

時
代
を
超
え
て
私
た
ち
の
心
へ

響
い
て
く
る
。

私
は
現
在
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
で
管
理
栄
養
士
と
し
て

勤
務
し
な
が
ら
、
組
合
の
委
員

長
を
務
め
て
い
る
。
普
段
は
裏

方
と
し
て
現
場
を
支
え
る
仕
事

が
多
い
が
、
昨
年
組
合
を
結
成

し
自
治
労
に
加
盟
し
た
こ
と

で
、
人
と
関
わ
り
な
が
ら
一
緒

に
工
夫
し
た
り
、
助
け
合
っ
た

り
す
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
る
。

そ
ん
な
私
の
「
お
す
す
め
」

は
、「
料
理
を
工
夫
す
る
こ

と
」
だ
。
料
理
と
い
っ
て
も
特

別
な
も
の
で
は
な
く
、
冷
蔵
庫

に
あ
る
余
り
物
を
組
み
合
わ
せ

た
り
、
旬
の
野
菜
を
シ
ン
プ
ル

に
味
わ
っ
た
り
す
る
日
常
的
な

工
夫
だ
。
実
は
こ
れ
が
な
か
な

か
奥
深
く
、
思
わ
ぬ
組
み
合
わ

せ
か
ら
お
い
し
い
一
皿
が
で
き

あ
が
る
こ
と
も
あ
る
。

料
理
を
工
夫
す
る
魅
力
は
、

た
だ
食
べ
る
だ
け
で
な
く
「
誰

か
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
」
点
に

あ
る
と
思
う
。
家
族
や
友
人
の

「
お
い
し
い
」
の
一
言
で
疲
れ

も
吹
き
飛
び
、
栄
養
士
と
し
て

利
用
者
に
少
し
で
も
満
足
し
て

も
ら
え
る
食
事
を
届
け
た
い
と

い
う
思
い
に
も
繋
が
っ
て
い

る
。料

理
は
「
な
く
て
は
な
ら
な

い
生
活
の
一
部
」
で
あ
り
な
が

ら
、
工
夫
次
第
で
毎
日
を
楽
し

く
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
。
忙

し
い
時
ほ
ど
肩
ひ
じ
を
張
ら

ず
、
手
元
に
あ
る
食
材
で
気
軽

に
作
っ
て
み
る
。
そ
ん
な
小
さ

な
工
夫
が
、
生
活
を
豊
か
に
し

て
く
れ
る
と
感
じ
て
い
る
。

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
日
常
の
中

で
「
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
」
を

楽
し
ん
で
み
て
ほ
し
い
。
き
っ

と
思
わ
ぬ
発
見
が
あ
り
、
毎
日

が
少
し
楽
し
く
な
る
は
ず
。

も
も

せ

の

の
ぞ
み
の
郷
ユ
ニ
オ
ン

執
行
委
員
長

百
瀬

ふ
じ
乃

『
手
料
理
に
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
を
』

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌

『
キ
ス
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
』

音
楽
が
分
断
さ
れ
た
人
々
を
つ
な
い
だ

�2025年9月26日（金）
キノシネマ新宿（☎03－5315－0978）、
kino cinéma立川髙島屋S.C.館（☎042
－512－5162）ほか全国順次ロードショー
Ⓒ2023 FIFTH SEASON, LLC. ALL
RIGHTS RESERVED

�出身県 東京都
�組合歴
2024年5月～ 執行委員長

―部門

◎部門① テーマ「想い」「輝き」「希望」
◎部門② テーマ「ネイチャー」
�写真1枚につき、上記のテーマから選んでください。
�各テーマ 1人3点まで
�どちらの部門も、カメラ・スマートフォンでの撮影媒体は
問いません。

―応募資格

◎自治労東京組合員・退職者会会員であること。

―応募

◎応募（記載事項）などに関する詳細につ
いては、右記のQRコード「自治労東京
HP」をご確認ください。

―表彰

◎入賞作品は「自治労東京2026年新年号」と「自治労東京HP」
に掲載し、以下の商品券をプレゼントします。
�最優秀賞 1点（両部門を通じて）……5万円の商品券
�優 秀 賞 各部門1点（計2点）………2万円の商品券
�佳 作 3点 …………………………5千円の商品券
�特 別 賞 1点 …………………………5千円の商品券

―送付先

自治労東京都本部 企画総務局宛 TEL：03－3556－3755
〒102－0072 東京都千代田区飯田橋3－9－3

SKプラザ4階
Ｅメール：kikakusoumu@jichiro－tokyo.jp
�自治労東京へ郵送とデータで応募を受け付けします。
�作品の返却はしませんのでご了承ください。

応募締切 12月3日（水）必着

昨
年
の
最
優
秀
賞
「
彩
華
繚
乱
」
／
練
馬
区
職
労

小
城
原

淳
さ
ん

監
督
：
ネ
ナ
ド
・
チ
チ
ン
＝
サ
イ
ン
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